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1.　運動家 の栄養に は脂肪が多 く使 用され，カロリー

徽 を豊富 にし ようとの努力 が営まれる。そこで，脂肪 を

｡用い るこ とに より味覚 に対し何等 かの影響 が与 えられる

･の では ない かと考えた。従っ て私共 はその点を吟 味し よ

うとの目的で ，この実験を行なっ なたのである。

2.　実験1. 口腔 法の場 合，脂 肪を含 むものとし てサ

ラ ダ油 を，四味 として 砂糖 （甘) 食塩（辛 ）食 酢（酸 ）

及び塩酸 キニ ーネ（苦 ）を選んだ。 なお これ等 の濃度は

次 の如 くである。

砂　　　 糖　　0.2 -1.0%

食　　　　 塩　　0.  02―0.1

食　　　　 酢　　0.02 －0.1

塩酸 キニーネ　　0.0002 －0.001　 （5 段 階）

味質 のみ及び サラダ 油や水 を混 ぜた溶 液を用意し ，そ

の0.  2ccの溶液 を被験者 の舌上に滴下し ，被験 者に全 然

感 じない ，ごくわずか感じ る及び 明瞭な味を感じ るの３

段 階なる質問 に答えて貰っ た。

実験2. 耳下 腺唾 液量計測の場 合 林・栖 原氏の唾液量

計測器に準じたものを用い，被検液0.  lccを口腔内に入

れ た場合の唾液量を計測することにした。脂肪を含むも

の とし てテンプ ラ油を加え，油のみの場 合に は 量 的 に

･･0.1－2. Occの範囲で検討し 其の他 は実験1と同 様である。
3.　脂肪は味覚を変 える と思考し た。


